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第 14 回 細胞制御セミナー 

要旨：神経幹細胞は、脳・神経系の主要な細胞種（ニューロン、アストロサイト、オリゴデンドロ
サイト）を生み出す元となる細胞である。近年、胎生期のみならず成体においてもその存在が示唆
されたことなどから、神経幹細胞の分化制御機構は再生医療の観点からも注目されている。神経幹
細胞の分化や増殖は、サイトカインなどの細胞外因子や、細胞内要因としてDNAメチル化などの
エピジェネティックな修飾に大きな影響を受けることが知られつつある。本セミナーでは、これら
がどのように相互作用しつつ神経幹細胞の運命決定が成されるのか、及びその再生医療応用への可
能性として、脊髄損傷治療への応用に関する我々の研究成果を紹介したい。ところで、複雑な生体
内における神経幹細胞の挙動を明らかにするためには、神経系とそれ以外の系との相互作用を考慮
する必要があると思われる。そこで、本セミナーの後半では、てんかん発作時における神経系̶免
疫系のクロストークによる神経幹細胞制御についても議論する予定である。 
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